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県　人　口： 1,951,183人
対　前　月：  -3,851人
　　男　　： 963,444人
　　女　　： 987,739人
世　帯　数： 793,916世帯
（県移動人口調査：平成30年4月1日現在）

６２０１８
県内の開花情報をお知らせしています。
「ググっとぐんま公式サイト」（ググっと
ぐんま観光宣伝推進協議会ホームページ）
http://gunma-dc.net/

医
療
を
取
り
巻
く
環
境

　
本
県
に
お
け
る
29
年
10
月
の
人
口
は
１

９
５
万
８
６
１
５
人
で
、
そ
の
う
ち
老
年

人
口
（
65
歳
以
上
）
は
28
・
９
％
と
過
去

最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
急
速
な
高
齢
化
や
、
生
活
習
慣
病
の
増

加
、
医
療
技
術
の
高
度
・
専
門
化
、
県
民

の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
著
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

医
療
に
対
す
る
県
民
意
識

　
29
年
度
の
「
県
政
県
民
意
識
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
は
「
高
度
で
専
門
的
な
医
療
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
と
回
答
し
た

人
は
81
・
２
％
で
あ
り｢

救
急
医
療
の
体

制
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
と
回

答
し
た
人
は
84
・
２
％
で
し
た
。
こ
の
こ

と
か
ら
医
療
の
充
実
に
対
す
る
県
民
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
28
年
度
の｢

保
健
医
療
に
関
す
る

意
識
調
査
」（
県
医
務
課
）
で
は
、
県
民

特集

湯の丸高原（嬬恋村）のレンゲツツジ

が
不
足
し
て
い
る
と
考
え
る
医
療
分
野
と

し
て
救
急
医
療
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、

が
ん
、
心
疾
患
、
精
神
医
療
、
小
児
医
療

な
ど
も
多
く
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

県
民
が
求
め
る
医
療
の
た
め
に

　
こ
う
し
た
県
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
見

据
え
、
第
15
次
県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け

群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」
で
は
、
基
本
目
標
の
一

つ
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し

づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
三
つ
の
施
策
の

柱
を
掲
げ
「
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

・
県
立
病
院
に
お
け
る
高
度
・
専
門
医
療

の
提
供

　
心
疾
患
、
が
ん
、
精
神
医
療
、
周
産
期

を
含
む
小
児
医
療
の
各
分
野
に
お
い
て
、

専
門
性
を
生
か
し
県
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
高
度
な
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
救
急
医
療
の
提
供
体
制
を
充
実
さ

せ
、
各
分
野
の
中
心
的
な
病
院
と
し
て
、

地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

・
が
ん
対
策
等
高
度
先
進
医
療
の
推
進

　
重
粒
子
線
治
療
の
普
及
啓
発
や
、
治
療

に
関
す
る
情
報
提
供
を
行
い
、
治
療
を
受

け
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
重
粒
子
線
治
療
施
設
を
活
用
し
た

高
度
先
進
医
療
を
推
進
し
ま
す
。

・
救
急
・
災
害
医
療
対
策

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
や
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
、
救
急
医
療
体

制
を
整
備
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
県
内
に
17
あ
る
災
害
拠
点
病
院

の
機
能
強
化
や
Ｄデ

ィ
ー

Ｍマ

Ａッ

Ｔト

（
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
）
の
隊
員
養
成
な
ど
、
災
害
医

療
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

　
高
度
・
専
門
医
療
を
提
供
す
る
県
立
病

院
を
は
じ
め
、
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目

指
す
県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目
指
し
て

　病
気
や
事
故
、
自
然
災
害
な
ど
は
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り
得
ま
す
。

　県
は
県
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
度
・
専
門
医
療
や
救
急
・
災
害
医
療

の
提
供
・
充
実
な
ど
を
通
じ
、
県
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
実

現
す
る
た
め
、
医
療
先
進
県
ぐ
ん
ま
を
目
指
し
ま
す
。

県立心臓血管センター（前橋市）の
ハイブリッド手術室

県立小児医療センター（渋川市）の
新生児集中治療室（NICU） 県立小児医療センターのNICU車

上空から見た前橋赤十字病院（前橋市） 群馬大学重粒子線医学センター（前橋市）

前橋赤十字病院高度救命救急センター（前橋市） ドクターヘリ

県政県民意識アンケート（29年度）

高度で専門的な医療が
充実していること

（注）表中の表示は以下のとおり集計した
　　重要＝「重要」＋「やや重要」
　　重要ではない＝「全く重要ではない」＋「あまり重要ではない」

※調査対象は満18歳以上の県民3,300人

出典：県広報課

救急医療の体制が
充実していること

重要

81.2％

どちらとも
いえない

13.6％

重要ではない

0.7％
無回答

4.5％

どちらとも
いえない

10.6％

重要ではない

0.4％
無回答

4.8％

重要

84.2％


